




要約 昨年度は川崎病患児の咽頭および末梢血の細菌学的検索を行ったが,特異な微生物

を検出することができなかった。本年度は,本疾患と関連が深いといわれている S.sanguis

の病原性の有無について検討した。患者および健康人より分離された S.sanguisの培養上

清を種々の毒性試験に供した結果,ヒト末梢血単核球のインターロイキン-1(IL-1)産生亢

進作用と,ウサギ皮膚に対する発赤性および血管透過性亢進作用が観察された。しかし,こ

れらの活性発現頻度は患者群と健康人群の間で差が認められなかった。Western blot 法に

よっても,本菌の培養上清中に患者血清と特異的に反応するバンドは確認できなかった。 


